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奄美諸島における生垣の植生学的考察  
PhytosociologicalStudyoftheHedgerowsintheAmamiIslands＊  

奥田 垂俊＊＊・中村 幸人＊＊  

ShigetoshiOKUD㌔＊and Yukito NAKAMUR㌔＊  

SynopsIS  

PhytosociologlCalstudiesofthehedgerowsinratheroldvillageswereconductedintheAmami  

islands ofsouthwesternJapanin1988・Three types ofhedgerows were recognized；l・Ficus  

V痩ata－Ficusmicroca7PatyPe，2．Garciniasube〟bticatype，and3．ViburnumsuqensumL  

E7・aXinusinsular由type．   

Based on more widely surveyed materials，these types were classified through species  

COmbinationintothefbllowlngthreehedgerowgroups．A．ncusv17gatagrOup，Characterized  

byF7cusv痩ata，ViburnumawabukLetc．andoccurlngOnyOunglimestonesoilorlginatlngn・Om  

elevatedcoralreefも・B・Viburnumsuv，enSum－Podoca7PuSmaCrqPhyllusgroup，Classifiedbythe  

PreSenCeOfPodoca7PuSmaCrqPhyHusand mburnumsu3PenSum，andfbundonwellweathered  

soilonoldlimestone．C．Codiaeumt，ariegatumpBougainviJlea岬eCtabiHsgroup，Characterised  

byornamentalgardenspeciesandplantedinthedevelopedtownsandcities．Thedistribution  

Ofthesenrsttwohedgerowgroupsseemestocorrespondtothepotentialnaturalvegetation．  

潜在自然植生に対応して比較した場合，どのような  

相似性と相違性があるかを比較考慮した。最近の新  

興都市では，生垣は落葉が少なく育てやすい外来針  

葉樹を使うことが流行となっており，生垣を主とす  

る集落景観の地域性が失われ始めている。   

調査対象域は昔ながらの生垣景観，また潜在自然  

植生の判定基準となる自然林の残されている地域に  

求め，鹿児島県奄美諸島（喜界島を除く）を選んだ。  

調査対象域の自然環境  

調査対象域は鹿児島県奄美諸島の奄美大島，徳之  

島，沖永良部島，与論島の4島である。これらは北  

緯28023′から27002′，東経129030′から128026  

に位置している。奄美大島をのぞくいずれの島も沿  

海部は隆起サンゴ礁からなり，自然地形では徴地形  

的な凹凸が著しく，基岩の露出が各所にみられる。た  

だし徳之島では所によって隆起サンゴ礁が風化し，  

土壌化が進んでいる。   

気候は奄美大島では平均気温が2l．3℃，降水量が   

はじめに  

人家にめぐらされる生垣は人工的に植栽された低  

木および亜高木など，おもに木本植物で構成されて  

いる。植栽樹種の選定は任意であるが，そこには気  

候的，土地的な選択性，歴史的な選択性が働き，地  

域性のある生垣景観が形成されることが多い。一般  

的には家屋を囲んで境界線を示すとともに修景的な  

考慮がはらわれる。しかし，土地的には防風，防飛  

砂など気象緩和の機能を重視する場合も多い。   

この生垣のもつ種組成的，形態的な特質を植生学  

的な方法により明らかにした後，それらの地域性を  

＊contributionsfrom the Department of Vegetation   

Ecotechnology，Institute or EnvironmentalScience   

and Technology，Yokohama NationalUniverslty   

No．1  

＊＊植生生態工学研究室  

＊＊DepartmentofVegetationEcotechnology  

1988年9月15日受領 accepted15Sept．1988  
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図1．調査対象域と調査された集落の位置図  

Fig・l・Locationofsurveyedarea・Dotsshowingthevillagesstudied．  

約3，050mmであー），奄美大島以南を沖永良部島に代  

表させてみると（1951－1980の統計），年平均気温は  

22・3℃，最高気温の年平均は24．70c，最低気温の年  

平均は20・2℃となっている。暖かさの指数（吉良，  

1949）は224・6である。年降水量は2，173．9mmで，  

おもに夏季の台風によってもたらされる（気象庁，  

1982）。したがって，全域が亜熱帯多雨林気候に相当  

する。低地の土地利用はおもにサトウキビ栽培が行  

われている。   

生垣調査の対象には各島共に沿海部に立地する古  

い集落合計12箇所が選定された。これらの集落はす  

べて海抜100m以下に集中している（図1）。   

現地調査は1988年2月，4月と8月に行われた。  

調 査 法  

生垣が多く，景観的にも均質な比較的古い集落を  

選定した。もっとも典型的とおもわれる生垣植分に  

ついて種組成を重点的に，全推定法（Br．－Bl．，1928）に  

よる被度と群度を測度とする方形区調査で調査した。  

さらに断面構造図を記録した。構成種は列植されて  

いる種や単木植栽種を記録したが，混植の場合は二  

次的な侵入種も含まれている。生垣の構成種の解析  

にあたっては自生の種を中心に行い，二次的に侵入  

した林緑群落の種や外来種も考慮した。   

次に，植生調査資料が得られた集落に加えて，い  

くつかの集落を選定し，同質と考えられる潜在自然  

植生域を同一調査区城とし，個々の生垣に出現する   
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尺γ∴爪c乙／∫t，JJ即rα ハマイヌビワ  

β・0∴β′一叩′7Jαq伊cわ了〟血  

オオシマコバンノキ  

」・ヴ∴」／■ゐ／αヴ‡／川里J曙0／7α シシアクチ  

⊥・ノ∴山血相ノ叩0／7′cα ハマビワ  

P・J‥●P招0叩0／てJ川わ抽αトベラ  

凡払．・尺叩んb匂7ね〟〃7如／加α シャリンバイ  

F〃∴召c乙／∫〝エ／J〃血 オオイタビ  

Aん‥◆P¢e／・んα血J用 フウトウカズラ  

図2．ハマイヌビワーガジュマル型生垣の断面模式（沖永良部島知名，Tablelno・l参照）  

Fig．2．StructureofFicusvi7gata－nCuSmicrocapahedgerowtype（China，OkinoerabuIs・，CfJable・1no・1・）  

フクマンギ，リュウキュウチタが常在度高く出現し  

ている。ゲッキツはあまり利用されていない。草本  

層にはオオイタビとゲットウの常在度が高く，ほか  

にフウトウカズラ，オニヤプソテツ，クワズイモ，  

サクラランなどが生育している（図2）。この型の生  

垣には自生植物の構成種が高い比率を占めている。  

これらの生垣はハマイヌビワ，ガジュマル，フウト  

ウカズラ，オオムラサキシキブを区分種とするハマ  

イヌビワーガジュマル型生垣にまとめられた。   

ハマイヌビワーガジュマル型生垣は沖永良部島と  

与論島の隆起サンゴ礁上に立地した集落にみられる。  

これらの島峡間に組成的な違いは認められない。  

2．フクギ型生垣   

鮎血沈Ⅷ政明血射ype   

フクギの優占する高垣をフクギ型生垣に区分した。  

フクギはフィリッピン原産の植物であるが古くから  

我が国の暖地に導入されている。黒縁の常緑葉を密  

につけた高い生垣は独特の相観を示している（図3）。  

生垣の高さは4～12mのものが多い。ほかにイヌマ  

キ，ヤプニッケイ，シマグワなとがみられる。低木   

種をまとめて出現回数（常在度）を記録した。なお  

同時に潜在自然植生の判定のために，残存する自然  

植生や屋敷林，さらに栽培植物などの観察も行われ  

た。  

調査結果および考察   

1）相観および組成的区分（生垣型）   

調査対象域の生垣の構造は高木層，低木層，草本  

層の2～3層からなり，構成種の多くは常緑性の広  

葉樹である。生垣はおもに風化した土壌の上に植栽  

されているが，ときに隆起サンゴ礁の細片を積み上  

げた石垣上に形成されている。   

生垣の相観的特徴と，表操作によって抽出された  

組成的なまとまりは，特徴的な種をもって生垣型と  

した（表1）。  

1．ハマイヌビワーガジュマル型生垣   

fわ〟∫γJ堵βg〟一月c〟∫椚わ′OCα伊αtype   

高木層は7～13mでハマイヌビワが優占する。ほ  

かにガジュマル，ヤプニッケイの常在度が高い。低木  

層は1．5～4mの高さで，マサキ，トベラ，ハマビワ，  
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G．∫∴G（汀C／ノ了／α∫Z／占e〟¢J／cα フクギ  

エ．ノ‥‘⊥／加αノ叩0〃／c‘Jハマビワ  

〟．β．．・ルル／・用J′α〝〟／7／蝕／〟Jαゲッキツ  

月．∫∴」¢′〃／α叩eCわ∫α ゲットウ  

A甘．●」g（押e〟〃7〝′c（川α  
アオノリュウゼツラン  

Åク．．・苗cヱ／叩ヱ／用地 オオイタビ  

図3．フクギ型生垣の断面模式（徳之島花徳，表1no．7参照）。  

Fig．3．StructureofGarciniasubellk）ticahedgerowtype（Kedoku，TokunoshimaIs．，Cf．Table．1no・7）・  

ジュとゲッキツがとくに利用されている。ほかにカ  

ンコノキ，イヌビワなどでも特徴づけられる。マサキ，  

トベラ，ハマビワなども出現する被度は低い（図4）。  

この型の生垣は奄美大島の北西海岸に面した集落に  

多い。   

2）地域的区分（生垣群）   

ひとつのまとまった地域に出現する生垣構成種の  

常在度を記録し，種の組み合わせを重視しながら総  

合常在度表を作成し，生垣の地理的な差を示した（表  

2）。抽出された生垣群は基本的に植生調査された生  

垣の型の集合したものに相等しく，その植生単位を含  

む名で群を識別することができる。単位化された生  

垣群はさまざまな立地に形成されているが，以下に  

述べるように潜在自然植生の違いに対応しているこ  

とがわかる。また，同じ潜在自然植生城でも土地利  

用，とくに集落の発達の程度により，生垣群に相観的，  

質的な差が認められた。   

層にはゲッキツの列植が普通である。ほかにソテツ，  

トベラ，ハマビワ，ブッソウゲなども低い被度でみ  

られる。オオシマコバンノキ，シマグワ，ハスノハ  

カズラなどは林緑群落の構成種であり，二次的に侵  

入した種とおもわれる。草本層には雑草が多く，特  

別な種はみられない。これらの生垣はフクギの高垣  

とゲッキツの列植を特徴とするフクギ型生垣にまと  

められた。   

フクギ型生垣は隆起サンゴ礁の発達した徳之島の  

沿海部に立地する集落にみられる。奄美大島では名  

瀬市有良でみられたが比較的少ない。自然植生の主  

要構成種であるアマミアラカシ，ホルトノキ，タブ  

ノキ，フカノキ，リュウキュウガキ，りユウキュウ  

モクセイなどは生垣にはほとんど利用されていない。  

3．ゴモジューシマタゴ型生垣   

nurnumsuv）enSumAE7・aXinusins止血type   

ゴモジューシマタゴ型生垣にはシマタゴが高生垣  

の高木層にみられる場合が多い。低い生垣ではゴモ  
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図4．生垣の3つの型の相観。上；ハマイヌビワーガジュマル型（与論町伊前），中；フクギ  

型（徳之島花徳），下：ゴモジューシマタゴ型（奄美大島津名久）。  

Fig．4・Physiognomyof3hedgerowtypes；uPper：nCuSVi7gata－F7cusmicrocafPatype（Imae，Yoron   

Is．），middle；Garciniasubellbticatype（Kedoku，TokunoshimaIs・），below：I側urnum  

supensum－E7・aXinusinsularまstype（Tsunagu，AmamioshimaIs・）・  
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1．ハマイヌビワ生垣群   

昂c乙J∫V‡曙αJαgrOup   

ハマイヌビワ生垣群は次項のゴモジューイヌマキ  

生垣群と比較して，ハマイヌビワ高垣を伴うこと，イ  

ヌマキの高垣が欠けることで区分できる。また，リュ  

ウキュウチタ，オオムラサキシキブが出現することで  

も区分される。高垣の高木層はハマイヌビワ，ヤプニッ  

ケイとガジュマルで占められている。ほかにフクギ，  

オオハマボウ，アカギ，サンゴジュなども記録された  

が，稀である。フクギ型生垣は特定の生垣群には結  

びついていない。低木層はゲッキツ，トベラ，マサキ，  

ハマビワ，ブッソウゲなどで構成されている。草本層  

にはゲットウと石垣上のオオイタビが普通である。   

ハマイヌビワ生垣群は隆起サンゴ礁を起源とする  

沖永良部島と与論島の集落を特徴づけている。与論  

島では全域に，沖永良部島では大山など非石灰岩地  

を除く集落に普通な生垣群である。  

2．ゴモジューイヌマキ生垣群   

相加肌㈹ ∫叫鱒肌潤一Po（わc（叩〟∫ ∽αCr叩カγ肋∫   

grOup   

高木層にはフクギ，ガジュマル，イヌマキの高垣の  

出現頻度が高い。とくにイヌマキの高垣はこの生垣  

群に特徴的であった。低木層にはブッソウゲ，ゲッキ  

ツ，イヌマキがもっとも多い。ほかにマサキ，トベラ，  

モクタチバナなども見られたが出現頻度は低い。奄  

美大島と徳之島の海岸部の集落にもっとも普通な生  

垣群である。  

3．クロトンーイカダカズラ 生垣群   

Cod加〟椚 Vαrgeg（助研一β0〟gα加地α 軍eCrα占血   

grOup   

徳之島の亀津で記録された。この地域は家屋が密  

集した新興都市型の集落となっており，各戸には小  

規模の生垣が多い。生垣の高木層は発達せず，低木  

状に列植してあるのが特徴的である。構成種はブッ  

ソウゲやタロトンなど外来種が多く，とくにカイズカ  

イブキとイカダカズラ（ブーゲンビリア）の生垣が  

存在することで区分される。奄美大島の名瀬市もこ  

の生垣群がみられる。   

2．生垣の植生学的区分と潜在自然植生との対応  

奄美群島の生垣には自生の植物を中心に数多くの  

植物が用いられている。これらの中にはその土地の  

自然植生と共通な種も多く，潜在自然植生の反映とみ  

なすことができる。  

潜在自然植生の判定には残存自然植生や自然度  

の高い代償植生のほかに，気候，土壌，地形などの環  

境条件も評価した。沖永良部島と与論島では凹凸の  

著しい隆起サンゴ礁が多く露出し，比較的新しい石  

灰岩地の様相そ呈している。この立地はナガミポチョ  

ウジーハマイヌビワ群落が潜在自然植生に判定され  

た。一方，奄美大島と徳之島の隆起サンゴ礁は比較的  

風化，土壌化が進んでいる。残存植生の調査結果から  

アマミアラカシ群落が潜在自然植生として判定され  

た。その結果，隆起サンゴ礁上の潜在自然植生は一  

般にナガミポチョウジークスノハカエデ群団：Psy－  

chotrio manilensis－Acerion oblo n－  
giMiyawakietK．Suzuki1976の常緑広葉樹林にま  

とめられた。以下に潜在自然植生の判定基準となっ  

た現存植生の群落記載をまとめ，同時に生垣に利用さ  

れている植物との関係について論じた。  

り ナガミポチョウジーハマイヌビワ群落   

P5yChotriamanilens由－f7cusvlfgataCOmmunlty   

本群落はハマイヌビワが優占し，他にヤプニッケ  

イ，ガジュマル，ヒラミレモンなどが混生する常緑  

亜高木林である。低木層の優占種はとくにみられな  

いが，高常在度種には宅クタチバナ，ヤプニッケイ，  

ナガミポチョウジ，ゲッキツ，アカテツ，グミモド  

キ，ソテツ，ハマビワがある。草本層の高常在度種  

にはフウトウカズラ，クワズイモ，ムサシアブミ，  

ゲットウ，ソメモノカズラなどがある。   

ナガミポチョウジーハマイヌビワ群落はアマミア  

ラカシ群落に対して，ハマイヌビワ，ハマビワ，ト  

ベラ，ソテツを区分種とする。与論島の植分にはチ  

シャノキ，ソメモノカズラ，ゲットウが地域的に出  

現している。平均出現種数は一般にアマミアラカシ  

群落に比較して少ない。   

生育地の土壌の堆積は薄く，隆起サンゴ礁起源の  

多孔質で凹凸の著しい石灰岩が露出している。地形  

は起伏に富んだ緩やかな斜面を呈し，小規模なドリー  

ネの発達もみられる。ナガミポチョウジーハマイヌ  

ビワ群落の分布は調査対象の4島のなかでは沖永良  

部島と与論島に分布する。   

ナガミポチョウジーハマイヌビワ群落潜在自然植  

生城の生垣にはハマイヌビワ生垣群が対応している。  

具体的にはハマイヌビワ，ハマビワが生垣の主な種  

であり，ナガミポチョウジ，グミモドキがわずかな  

がら出現していることから潜在自然植生との関連性  

が強調される。本地域の生垣には屋敷林とみまごう  

高い生垣が多い。  

2）アマミアラカシ群落   

Quercusglaucavar．amamianacommunity   

アマミアラカシ群落はアマミアラカシが優占し，   
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ブキ，キキョウラン，ササバサンキライなどが出現  

する。   

調査対象となった集落はすべて海岸近くに立地し  

てはいるが，本群集を潜在立地としてはいない。し  

かしそれらは本群集の潜在立地に接しているため，  

生垣には広域的にトベラ，ハマビワなどの群集構成  

種がしばしば利用されている。  
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摘  要  

奄美諸島の奄美大島，徳之島，沖永良部島および  

与論島で，比較的古い集落に形成された生垣を対象  

に植生学的研究が行われた。   

調査対象地城の生垣は，相観的，組成的な観点か  

ら以下のようにまとめられた。   

l．ハマイヌビワーガジュマル型生垣  

2．フクギ型生垣  

3．ゴモジューシマタゴ型生垣   

生垣の地理的分布をさらに広域的に調査した結果，  

以下のような生垣群にまとめられた。これらの生垣  

群は，潜在自然植生との間に有為の対応性が認めら  

れた。また，同じ潜在自然植生城でも集落の発達程  

度の違いにより，生垣群に組成的な差が認められた。  

1・ナガミポチョウジーハマイヌビワ群落潜在自然植   

生城（新しい隆起サンゴ礁）   

ハマイヌビワ生垣群  

2．アマミアラカシ群落潜在自然植生城（風化した古   

いサンゴ礁）   

ゴモジューイヌマキ生垣群（農村城）   

タロトンーイカダカズラ生垣群（新興都市域）  

引用文献   

Braun－Blanquet J．1928： Pflanzensoziologle．   

GrundziigederVegetationskunde．Wien．  

吉良竜夫1949：日本の森林帯，林業技術解説シリーズ  

17．41pp．日本林業技術協会．札幌，東京．  

気象庁1982：日本気候表2．302pp．気象庁，東京．  

Miyawaki，A．u．T．Ohba1963：Castanqps由siebohiii－   

Walder auf den Amami－Inseln．Sci．Rep．   

他にガジュマル，ホルトノキ，タブノキなどが混生  

する高さ25mに達する常緑広葉樹林である。亜高木  

層にはフカノキ，リュウキュウガキ，クスノハガシ  

ワ，モクタチバナの常在度が高い。低木層の優占種  

にはナガミポチョウジ，ポチョウジ，シシアクチな  

どがあり，常在度も高い。そのほかにクロツグ，ツ  

ゲモドキ，ゲッキツ，リュウキュウモクセイ，タシ  

ロルリミノキ，マルパルリミノキ，モクレイシ，セ  

ンリョウなどが出現している。草本層にはリュウキュ  

ウテイカカズラ，フウトウカズラが目立ち，高常在  

度種にはアリモリソウ，ユウコクラン，ツルラン，  

ホウビカンジュ ，ムサシアブミ，オオイワヒトテ中，  

ノシラン，アオノクマタケラン，クワズイモなどが  

ある。   

アマミアラカシ群落はアマミアラカシ，リュウキュ  

ウガキ，リュウキュウモクセイ，ツゲモドキ，タロ  

ツグ，トウゾルモドキで区分される。ナガミポチョ  

ウジーハマイヌビワ群落に対して，ギョクシンカ，  

サクララン，カキバカンコノキ，バクチノキ，アオ  
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ハマビワ，トベラ，ハマヒサカキ，シバニッケイ，  
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